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■  MSTレーダー 
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南極 中低緯度 赤道 中低緯度 北極 
 
 
WDC 収集･算出データ    観測所地磁気データ・地磁気活動度指数 
太陽望遠鏡観測 








































































































































































項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考 
超高層大気科学
バーチャル情報拠
点の構築と運営 
システム導入 システム更新 多点情報交換システムを各
機関に導入し、緊密な連携
体制を実現する 
メタ情報データ
ベースシステムの
作成 
プロトタイプ
の開発 
 
公開バージョ
ンの開発 
 
システム更新 
 
メタデータに関して、登
録・検索・配信などを行う
システムを開発する 
メタデータの
フォーマット策定 
Ver.1の策定 初年度にver.1を策定し、
以後必要に応じてアップ
デートを重ねる 
データ解析ソフト
ウェアの開発 
各機関が現在実施している
観測に適合した解析ソフト
ウェアの開発を進める 
観測データのデー
タベース化 
まだデータベース化されて
いない観測データのデータ
ベース化を進める 
メタデータの抽出 
策定されたフォーマットに
基づき、メタ情報の抽出作
業を開始する 
メタデータのデー
タベース化 
メタ情報をデータベース化
し、公開する 
バーチャル情報拠
点の拡大 
成果を総括し、関連他分野
への拡大・統合を検討する 
後半は過去20年にわたって蓄積された
観測データを中心に扱う 
後半は過去20年にわたって蓄積された
観測データを中心に扱う 
11 
メタ情報データベースシステム開発の現状 
 リポジトリソフトウェアをベースにして、メタ
データを登録・検索・配信・取得するシステムを
開発中 
 IPYメタデータプロファイルやSPASEデータモデル
などの既存のメタデータフォーマットを調査しな
がら、我々の地上観測データに適したフォーマッ
トを検討中 
12 
まとめ 
超高層大気の長期変動のメカニズム解明を目的とし
た、極地研、東北大、名大、京大、九大の5機関(7
組織)による連携プロジェクト(平成21年〜26年度) 
各機関が全球に展開しているレーダー、光学、地
磁気、太陽観測等の地上ネットワーク観測の連携
を、メタ情報データベースを介して有機的に結合
することにより促進する 
現在、メタ情報のフォーマット策定と、メタ情報
データベースシステムの構築を優先して進めている 
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